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立川と語ろう立川に生きよ 













•所在地：砂川町 2-44-1 流泉寺 
•建立： K 宝5年 （1677 年） 
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流泉寺は江戸時代初期開発が始まった砂川 H の菩提寺で、 
開削以来おょそ三百 Ti 十年の歴史をもつ跺済宗の寺です。 

この大 n 如来像は、延宝五年十二 AiBu とあるので、三 
百二十$り砂川の発展の様を見て来られた仏棣です。 

大日如来は本来真言密教の仏様で、頭に五智宝冠をかぶ 
り、胸の前に左 f- の人差し指を右手で握る智挙印を結んで 
います、。像の商さ七トセンチの立像で、現在立川市内の大 
日如来像はこの一体のみです。 

この石仏は流泉寺の境内に続く墓地の入口付近に在り、 

较近逮てられた観咅搽、そして7-育て地藏と、三体並んで 
祀られています。 

立川民俗の会©. i 一さん•談 
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受の銀河 

嫌女足と牽牛星を扶んで • X の川の 
> fe の帝が*嫌に走っている 
ft 岛嘹、 S [の的：角形も見ることが 
できる。野辺山にて报彩〇 
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百武彗星 

アマチュア天文家 • 百式裕 rij さんの 
発昆による.，％年3；)から5月まで 
空を秘けぬけた.：反く挺びた圮が关 
しい, 96年3月26日、淋里にて 〇 


オリオン座 

冬の51座の代衮遘 f r , 

埏の桃醃がきれいに写っているのを 
砘竑した時は、思わず f やった Jo 
95年11月，»里にて w 




えくてび35んレポート 

星を観るひと 


八ヶ岳と 

ヘール ボップ S 星 

2500年振りに巡ってきた 
英しい棼碳に世界中が沸いた U 
この時の興 ft は生涯忘れられ 
ないだろう。 

»7年3月30日、淸里にて。 



人は空に瞬く1にどんなにか希笾をつなげてきたことだろう。 
人は輝く星座にどんなにか願いをかけてきたことだろう。 

そして、不思議なことに®を見上げる皆惯のある人と、 
そうでない人とがいる。 

加藤正裹さん(富士見町）は登山家であり、写真家であり、 

满天の星たちを愛してやまない。この三拍子か うと、膨大な 
「星のアルバム」となるが、今月はその中から数葉の写真を 
公開していただいた。時はまさに、天高き候となりつつある。 
あなたのロマンを高揭させる好機到来ではないだろうか。 



加農さん（右）と仲間の人たち 
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I 大晋商事 

限田 11-23-9 525-3 U 0 

M ® 

薄町 1-28-5 _ 5240512 

ビスト0シ I - タスケ 

璀町 1-28*14 _ 527-5959 

□ツテリアルミネ細8 

薄町 2-1-1 524-7433 

ルミネ3训店 

HWM -1 627-1411( 代> 

オリオン書房ルミネ咖 e 

HBI 2- M -7 F 527-2311 

印1 ルミネ塵7 F 

曄町 2-1-1-7 F 527-1260 

ビユーティータナカ V ミ; MDW ビ膽 

味町 2-"-9F_ 527.6917 

縣 lt ?_ センタ-調髑 

播町 2- M -9 F 527-1140 

朝日カルチャ-センタ 

^312-1-1-9 F 527-651 1 

日の出屋本店 

味町 2-2-18 _ 522-3308 

オリオン霱房!^デパ-卜 g 

№*122.25 523-3311 

グーシー八ウス 

WW 2-3-7 525*2588 

第一勧業銀行加ぼ* 

B 町 2-45 522-5151 


I 籯士銀行 立川支店 

网町 2.4*6 _ 524-3121 

二木のパン 

_2-6~4 522-2278 


さくら銀行侧58 

|闢 町2 6.11 522-2151 


サヴ 

^ 2-7-10 


525-1662 


多摩中央關金靡本店 

WSI 2-8-2 fl 一 526*1 111(代} 

多摩中央ミサワホ-ム 

38町 2-8-29 527-3388 

三" X 鰹節店+ 

薄;町 2-8-30 _ 522 3259 

バティスリ-バーゼル 
薄町 2- 11 -11 _ 523-3746 

cate バーゼル 

^ T 2-11-11-2 F 523-3746 

fflll リ-ジェントホテル 

W 町 2-1 1,7 _ 522-1133 

フロム中武彳 F 受付 

BT 2-11-2 52‘7 t 11 (代} 

ホワイトハウスフ a ム中 K 

38町 2-1 V 2-4 F 525-8558 

ばさ一じゆフロム中 K 

薄町 2.1 V 2»4 F _522-1941 

る ちん 

充町 2-1 2ィ3 527-3022 


4 興 

# # 人がゐて、街があります。 


あなたがゐて、立)1|があります 0 
そこにちょっとだけ、えくてびあん！ 

リストのお店にはいつでも、えくてびあん！ 

今月は曙町 • 离松町栄町幸 《] のお店です = 



ケンタッ铲フライトチキン亦® 

曙町 2-12-16 _528 2636 

注友銀行 藤店 

« 町522.6171 

東乐三菱銀?7立川支运 

驪町 2-13-3 _ 524-4121 

立川郵便局(本^*) 

播町 2. U -36 524~6114< 代) 

暌茶アバン 

矚町 2-17-1 5 527-4479 

トボス立川店 

筇町 2-18-1 8_ 525-0331 

東京フロンティア 

印町 2-19-9 527-3943 

エミリーフ□■ゲ交 1 ! 

l *9 j 2-39-3-3 F _ 526-9788 

多摩画材 

高松町 2- 125 522-6031 

丸助青果店 

荔松町 2-4-18 _ 522-3542 

スーパーやなぎや 

苌松町2-5-17_ 522-4322 

mcomnm 伊勢屋 

离松町2.6 20 _ 524-2734 

洋菓子マリアン 

荔松町 2-10-22 524-3912 

横町 屋 

高松蚵 2- 11 -23 522-2609 


山梨中央銀行 

高松町2パ6‘13 — 526-1571 

フレンド書房 

荔松町3ィ 8-2 527-1555 

TIPTOP C^eflestauram 

高松町 3*2 7,27 _ 525^2030 

メンズカツト t •^ワ 
栄町 2-59-8 _ 536-6738 

栄町 259-8 536-9711 


栄町 5-12-1 


佶 


更 

537-0991 


相模屋酒店 

栄町541,8 536-2476 

森田接骨院 

栄町 66-25 _ 535*6240 

いなげや加り幸店 

•町 1-23-6 537-1 820 

nmf 通り g 
536-8785 


花奴 

幸町 3-17-3 一 _ 

ティールーム プチフルール 

幸町 4.16-1 _ 535-6734 

□ツテリア麵咖 B 

幸町 4-38 _ 537-4413 

たちばな 

幸町 5-2-1 6 537-0347 

83タィャシパフ 佐藤商会 
幸町 5-10-2 537-0912 


新しいさくら銀行の通帳&力ード 



3^さくら銀行 

咖支店 ” 9〇 盟溫酷瓣糾 



Studio 圓 «™9 


金山か趣味というこ主人の烏谷«行さん鎩えられた a し 
い身体て力強くうどん奢打つ. 

”そう簡申 c は沈まないように」との意味を込めて.木の 
舟と付けたの a 奧さまの;！:ミさんだ 

ち二うと20年析.酤め人だったご主人は-念発エミさ 
んと共にこの店を關いた他の店にはない特色を出したいと 
エミさんの出身地.山梨のはうとうをメインに裾えた 
技術系の冡系というこ主人.窠材*びに手抜きはできなか 
った納得のいくまて拭行鳍器を獲ね.これた，と行き着い 
たの a 耗国内癰.糠::！白の靖粉と山形の年作り味嗜た 


その他にも、お籌の口に入るすべての索忖は、添加物ゼロ 
の B 热のものた「0分たちの食べられないものを.お客さ 
んに出すわけにはいかない」と雪うこ主人.白米ではなく棄 
めしを出すというのも.そのこたわりの一灞だ 
麦めしの付くほうとう定食 f 萼真/900円.ランチタイム 
醻は850円}かお薦め ••品料理として、嫌刺し（1,000円| 
にも力を入れているまた山轚の地 ； s •七*」も楽しめる 
(400円から） 

山梨鑄りのお客さんが「立川の方がうまい」と食へなおし 
に来ることもあるという 
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シリ-ズ £ 

この入と 
1時間⑬ 

内木文英さん 



立#先生は演劇界と教育界の* 
鉞であり、1=本圯*演制1会鼓、 
«. 海大学«事など、多くの®*に 
お就きで大変お忙しい中、今日は 
立川(砂川)の「チ供会」につい 
てお何いしたくて脚 ii 労いただき 
ました。まず’先生と演«との閲 
係からお訊ねしたいのですが。 

内木ずいぶん昔になるけど、中 
学.年の時に母親を亡くして、い 
ろいろな^象にぶつかり人間不恬 
に£10たんですね。私の PJ : 親には 
文学} Hlf * J があって、母が残してく 
れた蔵 Sr に r 歌鋒伎脚本集 J 、 r 現 
代瞍曲全集」、〖明治大正文学全集 j 
など三百五卜冊ぐらいはあっただ 
ろうか、全部練破してしまつたん 
です。そのうち自分でも£«を# 
くようになって、中学三年の H . y に 
は芝居を三本#いてますね。 

立幷そのことによって•人生立 
ち e つた。 

内木そう"害くということは充 
実! S があって"人生を ir 定的に考 
えなくなるものですよ M 
立幷先生は砂川昌平さんとお炽 
しか〇たと15きましたが、それは 
i ! r 年時代のお話ですか。 

内木 二人とも 早槠田です。私は 
¥ ffim 大学で r 早大盥轱会 > につ 
かまる。 もともと 苗話は好$だつ 
たんですね" 

立幷早大®話会といえば坪 nl 淡 
治を頭にして、今西祐行、太石與、 
寺 W 繹火などといった»々たる作 
家のグル—ブじやありませんか0 
内木そうそう、坪 UI 先生が頋問 
で、その弟 f には現代*轱の宝と 
なるような作家が 山 t いました。 
立幷確か、 d £ 野英二さんもそう 
でしたね。 

内木そうです。&はその頃、早 
川»掰の rffiw ^ 刺 j にも«いて 
いたんですが、戦>中で活字にな 
らない。その W に、向坂降一郎が 
r 口演#^」というのを考え出し 
た。まあ•一人芝居に似てますね。 
立幷轱を^がせるようですけど 
も、砂 ill 吕乎さんとの出会いは? • 
槠 m 時代のどんな場面だったんで 
すか。 

内木今でもはっきり«えてます 
けれど、昭和*卜年四 rt 、?- 橘田 
の文学部の学生が北海通に勤労勁 
貝に行くんです"当畤は「救 ft 隊」 
といヴてましたが、 ft . れ行った ffi 
の家に配«になったのが、砂 nlg 
f * でした。彼は史 f でしたよ。 
6,はそういう時でも文学を拮てた 
くないと M ってたんでしようね、 
同人'? I 誌を出したりしていまし 
た® 

立#昭和:卜年の H 本が《地に 
陥っている、そんな時でもですか。 
内木！一:人嫌^ったって、お互い 
に#いてそれを®じただけのもの 
ですけどね。ところで"昌平のお 
父さんが具合が®くなったので内 
地へ«0てしまった。私はと云え 
ば、柊®問際に新渴に If . ハ隊に行く 
ことになるんです。九月頃ですか 
ね、- ft 隊から W ってきたのは。 

立井だ〇て八月十五：：：が終《で 

L よラ。 

内木残務整理が結構あってひそ 

れで！ g ってきて、私の家は祖父の 

畤代から学校を tt 常してましたか 

ら、そこの物 H みたいな所に住ん 

でいたんです。その物 R みたいな 

所に昌平がやってきて「ここはお 


前、人問の住む所じゃないぞ“俺 
の家にァパートが一秆あって、お 
前の分も一郎 M とっておくから、 
91 っ越してこい」って云うんです0 
映時中、立川*行 ft の人たちを住 
i わせるために r パートを作った 
ら«争が終つてしまったので、焼 
け出された人が人 P } してたんです 

30 

立幷砂川さんのやることですか 
ら、大きな逮物だったんでしよう" 
内木それほどでもないけれど • 
八®の部 W で。それも®なんです 
よ。それまでは板の問にゴザを敕 
いて辂てたんですから、それはも 
う、•人国です。 

立井すぐに引っ越してこられた 
のですか。 

内木はっきり覚えてます。昭和 
二十年十. 月 二十四 n でした。* 
M から術 m ひいて、二日がかりで 
行ったんです。父親から甚乎への 
十産がわりに薩雎芋を持たされた 
んですが、その r - を焚き火して «. 
いている時、子供が*人か寄って 
さて I 緒に食べた。ボロボロの服 
を着てハナを垂らした、終映後よ 
く見たあの光- JR ですよ-そのうち 
にァパート中の T - 供たちがゥチへ 
遊びに来るようになったんです。 
私は術屯に、# ««• を相当数持って 
さていましたし，ものを* こうと 
思って®稿用紙も«んできてたん 
です。 

立井 U ; 川で初めて「子供会」を 
つくられたのは、先生だと問いて 
ますが。 

内木初めてかどうかは知らない 
けれど、チ供たちが大勢*まって 
くるので，子供会 J と名付けよう 
と決めたんです。学校に J 1 がって 
ない子から高等科まで広い子 
供たちがいました。すぐにその会 
吖名前を「梅核 r 供ぎ」と^:<4け，、 
会長は私、副会 li は砂川昌平で始 
めたんです U ちゃんと会の歌も作 
りましてね(ここで内^氏、大き 
な声で歌い始める)。 

劣にも兩にも ft けないで 
つめたい風にも ft けないで 
みごとに吹いた»の花 
夢をぼくらはいただいて 
••儿気い〇ばい牛きるんだ 

梅というのは近くに梅林があっ 
たこと、桜というのは玉川 h 水の 
K からとったんです。二番もある 
けれど、今日は絡しましよう。 

立井それで7-供たちは W 人ぐら 
い*まっていたんですか。 

内木 rl 人はすぐに超えて、：百 

人近くになつたこともあります。 

日には必ず例会を開いていま 

した*そこで私は一遇两に一本、 

新作の«話を冉き、逝謡をひとっ 

づつ作つて U 演«話を铳けてたん 

です。具合のいいことにアコーデ 


オンを弾く友だちなんかもいまし 
てね"歎や物甜が欠乏している時 
ですから「びゅんぴゅん北風」な 
んて歌は大人たちも软って、流行 
ったもんですよ" 

立#先生の話を fw いていると" 
なんだか「鐘の呜る丘」の空気と 
とても似ているように思います. 
内木こうしてみ るとチ 供会は W 
風满帆のようですけれども、ある 
時、十二*の男の子がトラックに 
跳ねられて死んでしまう。 m 福忠 
久君といいました。その子の I 大 
麥を知らせてくれたのは荒并一繁 
君というんですが、荒#君が呼ん 
できた若い米兵と「あなたは フ T 
I ザ—か？ J 、 「いや、ティーチャー 
である」などと問答しているうち 
に、田描 S の母 R が来たんです❶ 
そして「あんな吖《想な子がいる 
でしょうか。あの子は私たちのチ 
ではないんです e 焼け出されてウ 
ロウ〇している子が-人いて、一 
人を他所にお願いし、あの私 
たち夫！8が育てたんです」と。 

立井そうするとその子は、出生 
不明なチだったんですね。 

内木実は、私はその子の性格が 
嫌いでよく叱ってたんですが、こ 
んなことになってしまって n «悔 
の気持ちでいつぱいになりまし 
た。0分は7-供会なんかやる資格 
はないんじゃないか、これからは 
作家として生きようと思い始めた 
んですね。いろいろ亊馆はありま 
したけれど、昭和二十*年-1=：二 
十日まで、砂川家にいて子供会を 
やっていたことになります0 
立井そうすると先生は、わずか 
一年三 ケ n という fl 日の 問に、子 
供たちと濃密な時卯を持つたこと 
になりますね。 

内木私が2?る日、子供たちが砂 


川一-番のバス W に rl 人ぐらい集ま 
つた"小さい T - は ia 路に寝てしま 
つて，バスを通すまいとしてるん 
ですね。でも結局バスは出発して、 
子供たちはバスを追いかけてく 
る。あの光 ft は、今でも胺から離 
れません。 

立幷そのひとつだけをとつて 
も、子供たちにとつては一生の重 
でしよう。何しろ贱後のゴタゴタ 
で、食べるのがやっと。本もなけ 
れば映面なんてとんでもない畤代 
ですからね。 

内木これには後 n 淡がありまし 
てね"私はその後、®校演刺の会 
長をやつたり S 校の校良をしてた 
んですが、御#じのように砂川 a 
平は立川の教育提にな〇てまし 
た。ある H 、 昌平から*話がかか 
つてきて「今夜は飲もうじゃない 
か」となつて、私は.&川まで出向い 
て駅前の店で一杯やったんです。 
話は当然、 T - 供会のことにな〇ま 
したけれども"たまたま後ろの席 
の紳士が r 今の姑面白いから、私 
も加ぇてくれ」って云うんですね。 
昌平は立川じゃ有名人ですから、 
その方もご存じでした。名* I 交換 
をしますと"そこに伊势丹 •* 川店 
の総務部長と宙いてあるんです。 
三人で活がはずんで、もうそろそ 
ろ«車がない。私は明日のスヶジ 
ユ—ルがあるので困つたなあと思 
つているところへ、その総務®長 
さんが「今夜は私がタクシ I を * r 
り ましよう」 つて云つてくれたん 
ですよ。かなり速距離ですので中 
し SR ないと思つたんですが、ご好 
意にあまえてタクシーに乘り込み 
ました。それで家に®いた時、運 
転手が降りて来て、ドアに手をか 
けて云うには「内木先生ですね、 
僳、荒井です。荒汴 •« です。党 



えてます か？」。 「ああ、あの%丼 
君か！」。 

立井亊故に遭った田榷苕の总祀 
を 知らせてくれた、 ft 初の少年で 
すね卩 

内木そうそう、その萣并君だっ 
たんです。私は151に a 月のネジ 
が M りましたよ。 

立幷そうすると、その頃の T - 供 
たちはもう六 h を超えている m 定 
になりますね「 

内木そう。人の起祕というのは 
•个思議なものだなあと思います U 
私は全国に谈演をして安くんです 
が、いつもこの話をして、当時の 
热い気持ちを®んでるんです。そ 
こには田福君への追悼の気持ちも 
ありますね。 

立幷敗钱1¢後という特殊な状« 
にあつて•砂川の子供たちと煞い 
交流を持たれた先生の S を間いて、 
こちらも热いものが走りました。 


Mi IS ? 

身展 


えくてびあん ffl 刊十 pq 年目を迎 
える折も折、 8 z :!9 n :: の合併兮と 
いう事®に陆つてしまい、説者の 
皆さまには本統に申し訳ないこと 
と伏してお詫び申し上げます”原 
因は色々ございますが、すべて編 
柒邡内のボ悄によることですので 
割®させていただき、今後このよ 
うなことのないよう、お箐いして 
お詫び中し上げる次第でございま 
す ♦ 今 C ： から清水たみ T - さんの 0 ¢ 
に化川ゆかりの ii 家によ〇て、た 
み子さんの詩から触発された心象 
を描いていただくという迚败をは 
じめます。たみ子さんは若:*町に 
お住まい、あの『赤い烏」の畤代 
か* b » か珈人で、わが•んくてび^>ん 
で、一度.は itK という栄を«りた 
いという賴いを快く受託していた 
だきましたの「*の卵」で 
すが、たみ子さんの中には雀蛤 
t なる」という中国の！ er い伝えが 
衍つていたように思います。少し 
大きな崁時 3 e にはこのことが躲〇 
ていて、秋の季舐となつており ま 
す。 M の換榇が、雀の羽枳のそれ 
と « i 似しているところからきてい 
るのでしよう。姶に雀の斑あり tc 
れかな(忖上%城)という句もあ 
ります し，上田五千石の句に、蛤 
の夢に-*の頃の|»、があります。 
詩人たちの制 S の銳さに感哦する 
ぱかりです令_家たちへのお顆い 
も相当にへビ—なように思え恐縮 
しております。詩から得たィメー 
ジを表す ( L - 事は、詩人と«抗する 

詩ごころをもたなければ達成しな 

いものでしよう 4 新涼の身にそ 

う灯釤えくてびあん 
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四 


来者不拒 

r 来る客は W まず」といぅ” 

訪ねて来る人は何人でも受け 

入れ、®1;迎する0 

また，付け届けを気楽に受 

け取る意にも使ぅ* 

「去る者 a 追わず」(往者不 

追}と対句をなしており，自 


分から坧れて行く者は強いて 

後を追ぅな•来たい者が来れ 

ばよい，来た者はそのまま無 

条件に引き受ける、といぅ i 

子の0*{『孟1尽心ょり)丨 
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たみ子さんのうた 1 


詩•清水たみ子 


笮 0 P 

岛 さりは， tG ' sr と、 

小さい私は思つてた。 

海にぅまれる貝だつて、 
いくらみんながいつたつて、 
きつと そぅだと思つてた。 

だあれも^てない朝早く、 
雀がおとしていくんだと、 
私はいつも思つてた。 

「日本 金 ^ 集」 (岩波文咪} ょり 






